「夏目漱石」の美術世界展
「夏目漱石」（1867〜1916）は、近代日本を代表する文豪で国民作家として名高い。
東京藝術大学美術館（東京・上野公園）で開催中（13.5.14〜7.7）の本展覧会は、漱石の美術世界に焦点を当てる企画で、
関連する美術作品が数多く展示され、漱石がもっていたイメージを視覚的に読み解くものとして注目されている。
つまり、漱石の文学作品や美術批評に登場する画家や作品を収集しての展示で、展示品は、
「伊藤若沖」「渡辺崋山」」「ターナー」「ミレイ」「青木繁」「黒田清輝」「横山大観」といった古今東西の画家たちの作品に加え、
重要文化財の＜月に秋草図屏風＞（酒井抱一）（写真左上）などや漱石作品の装飾や挿絵などもあり、
漱石ファンにとっては待望の展覧会である。
さらに、洋画では、＜人魚＞（ウオーターハウス）(写真左中)、＜金枝＞（ターナー）（写真左下）、
＜ロンドン塔幽霊の王子＞（ミレイ）などが見物である。
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